
長期入院児童生徒に対する教育支援に関する実態調査の結果（概要） 

 
Ⅰ 調査の目的   

近年、医療の進歩等による入院期間の短期化や、短期間で入退院を繰り返す者、退

院後も引き続き治療や生活規制が必要なために学校への通学が困難な者への対応な

ど、入院等をして治療を受けている児童生徒等を取り巻く環境は大きく変化している。 
 本調査は、こうした状況を踏まえ、平成２５年度中に病気やけがによって入院した

児童生徒に対して行われた教育等の実態を把握するものである。 

 

Ⅱ 調査の対象  

１．期間 

 平成２５年４月１日～平成２６年３月３１日 
２．機関 

 ○ 国公私立の小学校、中学校、中等教育学校、高等学校、特別支援学校 
 ○ 都道府県及び市町村の教育委員会 
 

Ⅲ 結果の概要  

１．病気やけがによる入院により転学等をした児童生徒 

○ 病気やけがによる入院により転学等をした児童生徒は約 5,000 人（延べ）。 

○ 小・中学校からの主な転学先は、県内の特別支援学校。他方、高等学校では、主に特別

支援学校以外の学校に転学等をするか、若しくは退学している。 

○ 小・中学校では約７割が復籍するが、そのうち約１割は、その後再度転学等をしている。 

○ 在籍児童生徒が転学等をした小・中学校は約 3,600 校。全小・中学校の約１割に当たる。 

 
小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 

（小学部） 
特別支援学校 
（中学部） 

特別支援学校 
（高等部） 

児童 
生徒数 

２，４３４ 
（0.04％） 

１，６０９ 
（0.05％） 

２３１ 
（0.01％） 

２７０ 
（0.72％） 

１４８ 
（0.50％） 

５７ 
（0.09％） 

学校数 ２，２０５
（10％） 

１，４０３ 
（13％） 

１９９ 
（4％） 

１７６ 
（19％） 

１１２ 
（12％） 

６１ 
（7％） 

 

 

２．病気やけがにより長期入院（年間延べ３０課業日以上）した児童生徒 

 ○病気やけがにより長期入院した児童生徒は約 6,300 人（延べ）。 

 ○ 在籍児童生徒が長期入院した小・中学校は約 2,400 校。全小・中学校の１割弱に当たる。 
 

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 
（小学部） 

特別支援学校 
（中学部） 

特別支援学校 
（高等部） 

児童 
生徒数 

１，４７８
（0.02％） 

１，２９１ 

（0.04％） 
１，１２４ 

（0.05％） 
１，１７５ 

（3.1％） 
９０３ 

（3.1％） 
３７８ 

（0.6％） 

学校数 １，２８７
（6.1％） 

１，０９９
（10.3％） 

９５１ 
（18.9％） 

２１１ 
（22.4％） 

１８６ 
（19.9％） 

２３５ 
（25.2％） 

 

※括弧内は、全児童生徒又は全学校数に占める割合（出典：「学校基本統計」（文部科学省））

※括弧内は、全児童生徒又は全学校数に占める割合（出典：「学校基本統計」（文部科学省））



３．入院により転学等をした児童生徒に対し、前籍校が行う支援 

○ 転学先の学校（在籍校）が教育を行うこととなるが、多くの前籍校において、復籍を見据

えた病状等の実態把握や相談支援、退院後自宅療養中の学習指導などの取組を行っている。 

 

 
 

 

４．長期入院した児童生徒に対し、在籍校が行う支援 

○ 長期入院した児童生徒への学習指導は自校の教員が病院を訪問する形式が多いが、その実

施頻度等は、小・中学校及び高等学校の場合、週一日以下、一日75分未満が過半数を占め

る。特別支援学校では、他の学校種よりも実施頻度、時間ともにやや多い。 

○ 長期入院した児童生徒の約半数には、在籍校による学習指導が行われていない。その理由

として、治療に専念するためや病院側からの指示・感染症対策のほか、指導教員・時間の

確保が難しいことや病院が遠方であること等が上げられた。 

 

 

28,556 

28,336 

27,942 

25,660 

15,525 

21,444 

2,082 

実態把握をする

退院後に円滑に学校生活に戻れるよう、

他の児童生徒に病気の理解啓発等を行う

一時転学時もロッカーや机を残すなど

戻って来やすい環境配慮に努める

一時転学時も心理的な不安などの

相談支援を行う

一時転学先学校と連携し、

交流及び共同学習を行う

退院後、自宅療養が必要となった場合にも

学習指導等を行う

その他

学習プリント等の配布／学校報や学級報・励
ましの手紙等の送付／保護者との密な電話
連絡や家庭訪問／病院側スタッフとの面談
／本人・保護者とカウンセラーの面談 等

(９０％）

(８９％)

(８８％)

(８１％)

(４９％)

(６７％)

(７％)

411 

57 

174 

388 

274 

1,142 

自校の教員が病院等に訪問し、

ベッドサイド等を借りて学習指導を実施

通級による指導を病院内等で実施

特別支援学級（の分教室）を

病院内等に設置し学習指導を実施

他校の教員が病院等に出向き、

ベッドサイド等を借りて学習指導を実施

その他の方法

学習指導を実施していない

（４５７人）

（６８人）

（４１２人）

（４１０人）

（３０９人）

（１，１８６人）

（主な理由）
・治療に専念するため／体調優先
・病状が重篤であるため
・精神的疾患により、病院側から交

流を避けるよう指示があったため
・感染症対策の観点から、病室への

入室が禁止されているため
・本人・保護者が治療の優先を希望し

たため
・入院期間が短く、不定期・断続的で

あるため
・病院が遠方であるため
・指導教員・時間の確保が難しいため

（校）

※割合は、平成 25 年５月１日時点の全小・中学校数に占める割合（出典：「学校基本統計」（文部科学省））

【一時転学等をしている児童生徒に対する学校の取組（小・中学校の場合）】  

【病気やけがにより長期入院した児童生徒に対する学習指導（小・中学校の場合）】 

（校）

※小・中学校における病気やけがにより長期入院した児童生徒数は延べ 2,769 人


